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根号内の式の値は、正でなければならないから 0)1(  xx  10  x  

以下、 10  x の条件下で考える。 
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ここで、 0)2()( 2222  rnxranxna を解く。 
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(注) 

範囲の両端が、 10  x に含まれるかの論証が求められているが、 
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グラフの位置関係より、両端が 10  x に含まれることはわかる。 

グラフで説明すれば、十分かもしれない。 
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